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よんなん交通安全だより 
交通事故の発生状況 

【令和５年９月末現在】 
〇 三重県の交通事故死者数は４５人で、前年に比べ５人増加。前年に比べ、人身事故、物損事故とも増加。 
 ・ 交通事故死者の特徴・・・高齢者が２１人、交通弱者が１９人（歩行者１４、自転車５） 
 
〇 四日市市内の交通事故死者数は９人で、前年より６人増加。前年に比べ、人身事故は減少、物件事故は増加。 
・ 笹川、松本、小古曽で「人対車両」、塩浜、楠町、下海老、大矢知町で「車両相互」、川島町、楠町で「車両単独」の事故 。 
 
〇 四日市南警察署管内の交通事故死者数は７人で、前年より６人増加。前年に比べ、人身事故は減少、物件事故は増加。 

【 管内の特徴 】 
・ 人身事故件数が減少傾向にあるものの、交通事故死者数は前年に比べ激増しています。 
・ 年齢別では、高齢者が２人、子ども２人、若年者２人、４０歳代が１人。子どもと若者が過半数を占めている。 
・ 事故類型別では、人対車両で３人、車両単独で２人、車両相互で２人。 
・ 路線別では、市道で４人、国道 23号で１人、国道 477号で１人、駐車場で１人。市道が過半数を占めている。 
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【 点灯時間の目安 】 

１０月中～１６時５０分、 １１月中～１６時２０分、 １２月中～１６時１０分 

 

【 夕暮れ時又は天候に応じた早めのライト点灯 】 （自動車、オートバイ、自転車） 

① 日没の少し前からライトを点灯し、見るためのライトを、見せるためにも活用しましょう。 

② 天候（雨、霧、雪等）に応じたライトの点灯を心掛けましょう。 

③ 夜間は、歩行者等が発見しやすいハイビームを使用しましょう。 

※ 先行車両や対向車両がある時は、ロービームに切り替えましょう。 

【 反射材の着用推進 】 （歩行者、自転車利用者） 

① 歩行者は、できるだけ「明るい服装」を心掛けましょう。 

② 夜間外出時は「反射材」を活用し、ドライバーに自分の存在を知らせましょう。 

③ 自転車運転者は、夜間は必ずライトを点灯するとともに、反射タスキやリフレクターを 

使用し、歩行者や他の車両との交通事故防止に努めましょう。 

　　四日市市内の「令和５年９月中」、「令和５年９月末」及び「令和４年」の交通事故発生状況
令和５年９月中 前年比 令和５年９月末 前年比 令 和 ４ 年 前年比

人身事故件数（Ａ） 49 4 446 -16 653             105
 死亡事故件数 0 -1     9 6      8                 ±0

0 -1     9 6      8                 ±0
69 23     535 -37   802             133

751             -27   6,991           304   9,168           343

800 -23 7,437 288   9,821           448   
※　令和５年の数値は、暫定値。

年　　別

死　者　数

負 傷 者 数

物損事故件数（Ｂ）

総事故件数（Ａ＋Ｂ）

四日市南警察署管内の「令和５年９月中」、「令和５年９月末」及び「令和４年」の交通事故発生状況

令和５年９月中 前年比 令和５年９月末 前年比 令 和 ４ 年 前年比

人身事故件数（Ａ） 29 -1     294 -16 428             41
 死亡事故件数 0 -1     7 6      3 -1

0 -1     7 6      3 -3
39 8      349 -35   536             57

482             28     4,160           118   5,572           246

511             27     4,454           102   6,000           287   
※　令和５年の数値は、暫定値。

年　　別

死　者　数

負 傷 者 数

物損事故件数（Ｂ）

総事故件数（Ａ＋Ｂ）

 


